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表 1：2017年度 4月～ 10月　ラーニングカフェの内容
回 日時 テーマ／対話の手法 参加人数
第 1回（4月） 4月 14日（金） 「日常生活を考える」／ワールドカフェ 10名
第 2回（5月） 5月 17日（水） 「いたみ」／トーキングオブジェクトを用いて対話 23名
第 3回（6月） 6月 30日（金） 「社会参加を考える」 4名
第 4回（7月） 7月 19日（水） 「社会参加を考える」／フィッシュボウル 12名














時から開始し，21時 30分までの 2時間 30
分で設定されている．週末の金曜日に開催す
る月と，週の真ん中の水曜日に開催する月と
交互になるように年間スケジュールを組み，
ホームページやフェイスブック，JIELの研
修カタログやメールマガジン等で告知をして
いる．
　第 2回（2017年 5月）に実施した内容を
以下に記す．
【19：00～ 19：20　導入・チェックイン】
　ラーニングカフェを開催するにあたり，開催の経緯や目的を説明をした後，参加者一人ひとり
から，簡単な自己紹介，今の気持ちやこの場に期待すること等を一言ずつ話した．この場に自ら
が主体的に入ることからこの過程をチェックインと呼んでいる．チェックインには，アイスブ
レーク的に緊張をほぐすことや，互いの参加者がこの場にどのように参加しようとしているかの
意思表示の意味合いが含まれている．
【19：20～ 20：30　対話】
　イントロダクションとして，中野民夫の著書『ワークショップ』（2001）に取り上げられてい
る「トーキングスティックを使った対話」を紹介しながら，対話の構造を説明した．さらに，対
話のテーマである「いたみ」について，私たちはいたみを感じ，抱えながら生活をしており，そ
のレベルや矛先は人によって異なっていること，そのいたみについて向き合うどころか排除しよ
うとしている現実，いたみが私たちに語りかけるものは何かをじっくりと語り合う時間にしたい
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という趣旨説明をした．
　グループのしまを 4つ作り，5,6人が机を囲んで座った．対話のテーマを「あなたが感じるい
たみとは？」と「そのいたみがもたらすものは？」の 2つのテーマを提示し，それぞれ 25分ず
つ，グループで対話を行った．話す人はトーキングオブジェクト（当日は会場にあったマスコッ
トを使用）を持ち，それ以外のメンバーはじっくり聞く，話し終わったらテーブルにオブジェク
トを置き，メンバーの誰かが話したくなったらオブジェクトを持って話すという方法で行った．
2つのテーマで話し合った後に，今日の対話を通じて感じたことや気づいたことをテーブルごと
に 10分ずつ分かち合いをした．
【20：30～ 20：50　チェックアウト】
　全員が大きな輪になり，チェックアウトをした．対話の時間を体験して感じたことや気づいた
ことなどを参加者一人ひとりが話した．また，各人が今日の気づきをどのように日常に生かそう
としているかを全員で確認し合った．
　トーキングオブジェクトを用いて対話は，じっくり聞いてもらうという貴重な体験になった一
方で，話を聞いているうちに相手への関心が生まれ，もっと聞きたいと質問したくなったり，話
を聞きながら自分自身のことを話したくなったり，もどかしい体験をしたという声があがった．
テーマの「いたみ」については，あまりいたみを感じなくなっている自分に気づいたり，いたみ
に向き合いながらもとどまることなく前にもがきながら進もうとする人の姿に感銘を受けたり，
いたみに立ち向かうには覚悟が必要であることを認識したり，いたみを感じるその元には愛があ
ることに気づいたなど，チェックアウトではさまざまな感想や気づきを聞くことができた．
【20：50～ 21：30　交流会】
　チェックアウト後は，飲み物とお菓子を囲みながら，対話とは異なるフェーズで親睦を深める
時間とした．あまり話ができなかった人たちとも気楽に交流をし，思い思いに楽しい時間を過ご
した．実は同じ年齢だったとか，職場が近かったり，職種は違えども仕事上同じ課題を抱えてい
たりなどの参加者同士の共通点が多く発見できる時間でもあった．
　④参加者へのインタビュー
　ラーニングカフェに参加する人の多くは，JIELが主催する公開講座に参加したことのある人
であるが，ホームページ等を見て飛び込みで参加した人や，かつての受講者から紹介を受けて参
加した人もいる．スケジュールが合えば必ず参加する人やテーマに関心がある時は参加する人も
いる．誰でも参加できるが，実際に会場周囲の住民が参加することはない．参加者の属性として
は，教員（幼稚園から大学まで）や企業の人事担当，行政職員，セラピストなど，対象やアプ
ローチは異なるものの，日常的に教育的な支援を行っている人が多い．
　ラーニングカフェという対話・交流の場は参加者に何をもたらしているのか？どのような動機
で参加を開始し，何を体験し，その体験からどのような気づきを得ているのか，またその気づき
を日常生活の中で生かしていることはあるか，を明らかにするために，2017年度から複数回参
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加している 3人を選定し，インタビューを実施した．
　倫理的配慮として，事前にインタビューの趣旨説明をした．インタビュー開始時には，再度イ
ンタビューの趣旨，秘密保持とプライバシーの配慮について説明し，同意を得た．データの収集
には ICレコーダーで記録することとし，事前の趣旨説明において許可を得た．
　以下は逐語記録から抜粋した内容である．
　（1）Aさんへのインタビュー
　「ラーニングカフェは社会的な関係を構築するためのトレーニングの場」
　Aさんは，短大卒業後，シン・インテグレーションのボディワーカーとして 25年のキャリア
をもつ女性である．JIEL研究員から紹介を受け，2017年度から参加を開始した．以後，5回参
加している．
〇ラーニングカフェに参加したきっかけ
　ラーニングカフェがあるのは以前から知ってたけど，なんか勝手に雑談しているだけかなと
思っていた．それだったら行く必要ないなって思って．今年度から，テーマが決まっているし，
対話の手法の紹介もされていたので興味を持った．最初に参加した時のテーマが「いたみ」
だったから，日常的に人のからだの痛みに向き合っている身としては，みなさんがどんな風に
とらえているのか知りたいなって思った．
〇参加してみて最初の印象との違い
　最初は緊張した，怖かったな．なんとなく常連さんって感じの人もいたし，一人でひょいっ
と入るには敷居が高かった．知り合いがいなかったらしんどいだろうなって感じた．でもグ
ループに分かれてからはすごく話しやすかった．最初から普段は話さないような深い話ができ
たのは自分でも不思議だった．
　トーキングオブジェクトっていうものにすごく興味をそそられたのね．すごく効果的だと
思った．みんなが集中して他人の話を傾聴していて，邪魔されないし否定されないし，ちょっ
としたツールでこんなに話し合えるっていうのが驚きだったな．話し合いの仕方を学ぶ場にも
できるんだねーってことにもすごく興味を持った．
〇参加して気づいたこと
　テーマにそって話すことよりも，それを話している自分がどうであるかということが大切だ
と思った．グループに分かれたあとに，私この人苦手だなとか，もうこの話いいよって切りた
くなることもあるけど，でも一方で切り捨てないで傾聴しようって努力している私もいる．傾
聴すればした分，私の話も傾聴してもらえるんだってわかった．
〇参加して変化したこと
　いろいろ気づきがあったり学びがあったりすることを，実行できているかは自分ではわから
ないけど，自分に対する認識は変わってきたかな．私は人見知りで好き嫌いが激しくて，排他
的で…対人関係に対する能力が非常に低いって思ってたのが，思い切って外に出てみたら，知
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らない人とでも意外とやれるじゃんって，ちょこっとずつ自己イメージが変わってきている．
それとこないだクライエントさんに笑顔になったねって言われた．今までも笑ってるつもり
だったのに伝わってなかったんだって気づいた．そんなことを率直に言ってもらえるような，
いい意味での隙が出来たのかとも思ってる．
〇あなたにとってのラーニングカフェは
　ラーニングカフェは，社会的な関係を構築するトレーニングの場だと思ってる．友達とか家
族とかそういう個人的な関係ではなく，その他大勢の中で揉まれる経験って少なくて，私自身
は非常に偏ってるような気がしてたし，今まではそれでよかったんだけど，今のメインの仕事
に加えてちょこっと新しい仕事を始めて，新しい人間関係が生まれるようになったら，自分の
コミュニケーション能力では全然対応できなくなってしまった．みなさんの力を借りてトレー
ニングをしてます．
（2017.10.28聴取）
　Aさんは仕事上ではクライエントと 1対 1で関わることが多いが，ここ数年間の人間関係の
広がりから，自分の対人コミュニケーションのありようを内省し，コミュニケーション能力のさ
らなる向上のためにラーニングカフェは必要だったと語った．もともとコミュニケーション能力
の向上を目指していたのではなく，興味があったから参加したのであるが，そこで出会う人たち
との温かみのある交流から，他者に受け入れられることや自分が他者を受け入れることの重要性
を学び，他者の中に身を置くことや社会的関係を築くためのトレーニングの場として活用してい
る．
　リピット（1982）は，「社会的相互作用の循環過程」で，自己についてのイメージ（自己概念）
や他者に対する態度が自分の行動に反映されており，また他者の知覚のスクリーンを通した彼に
対する態度や期待が，自分の行動を強化されたり変化させたりする，という理論を展開してい
る．Aさんが思い切ってラーニングカフェに参加し，“怖いな”と思いながらも他者の中に身を
置いてみるという行動をきっかけに，そこで出会った他者の反応や態度が，つまり他者の知覚の
スクリーンを通した Aさんのありようが，Aさん自身の自己概念に変化をもたらしたと考えら
れる．「意外とやれるじゃん」という言葉からは，自己認識の変化から自己肯定感が生まれたよ
うに感じられる．
　（2）Bさんへのインタビュー
　「ラーニングカフェで学んだことはすぐに仕事や市民活動で試している」
　Bさんは，児童館に勤務する女性である．ラーニングカフェには，グループワークトレーニン
グを実践している知人から勧められ，2017年度から参加を開始し，現在までに 4回参加してい
る．同じ職場の同僚を積極的に誘って参加を促している．
〇ラーニングカフェに初めて参加して感じたこと
　ラーニングカフェは敷居が高くないし気軽に参加できるから行っておいでと勧められて，そ
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れが最初のきっかけかな．忙しい時期だったけど，行ってみてなんかほっとしたね．「児童館っ
てこんなことやってるの？すごいね」って言われて，普段日陰的な存在なので，児童館はいら
ないとか言われてて，今まで一生懸命やってきたことをみんなに聞いてもらって本当に良かっ
た．参加されていた方に大学の先生がみえていて，今関わっている子どもたちが大学生になる
とこうなっていくんだなっていうことが展望として見えてきた．地味な毎日だけど先につな
がっているっていうことに思いを馳せられた．
〇ラーニングカフェに参加して気づいたこと
　児童館の職員は，感覚で動くけど理論的に話すの苦手．そういう人が結構 9割ぐらいじゃな
いですかね．本当にノリはいいんですけどね．そんな中，違うタイプの人と話せるのは私には
新鮮でしたね．見方が片面だけだったのかなって．普段から児童館のことを PRしていると
思っていたけどやっぱり足りなくて，足りないからこそ，児童館が切られていく原因なんで
しょうね．全国的にも減ってますし．
〇ラーニングカフェで得たことをどのように生かしているか？
　体験したことで，このやり方いいなとか，これは使えそうだなと思うものは，すぐに職場で
実践している．ちょっとしたヒントをもらえるのでうれしいなって思ってます．参加者から聞
いた話やアイディアとかも，職員にできるだけシェアしている．
　人のとらえ方っていろいろあることを知って，それって子どもの中にもあることだと思って
ます．仕事ではいつも四苦八苦してますよ．子どもたちは職員の上下関係を見極めてる．本当
にシビアですよ．答えがいつもないから試行錯誤の毎日．私たちはチームで動いているんです．
そういうところでフォローしあえたらいいと思っています．
　ファシリテーターの勉強もしていて，こんなふうに説明するんだとか，ルールを書いてある
と分かりやすいとか，よく見てますよ．自分でやっててもいつも緊張しちゃうから（カフェマ
スターの）抜け加減の入り方がいいなとか．
〇地域での活動との関連
　実は地元で子育てをしているお母さんたちに，グループワークをやったり話をしたりってい
う会をボランティアでやっています．もう 7年くらいになるかな．私の子育ての時に先輩から
の話をききたかったから．私は年 3,4回だけ講師みたいな感じで担当するけど．そのときに今
まで自分が体験したことを試しにやってる．簡単に出来そうなこととかね．難しすぎることは
話せないけど自分が理解している範囲で「こんなふうに言われてるんですよ」とか講義したり
して．
　お母さんたちが変わってくんです．楽になるんだと思います．〇〇さんのお母さんって肩書
が取れて，そんなに子育て頑張らなくていいよ，みんな OKだよって言ってくれる人が近くに
いるっていう事が大事なのかなって．
〇ラーニングカフェに期待していること
　疲れたらまた戻ってこれる場があることはうれしいです．知らない人同士が話す．知らない
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から話せるし，いろんなものももらえる．
　もっと若い子が来るといいですね．大学生とか．ここで体験しておくと，社会人になった時
にすっと入れると思いますね．社会人はいろんな年代の人で構成されているから．私が就職し
た時は大人たちが何言ってるか全くわからなくて衝撃だったのね．若い子が来るといいね．大
学生の息子も連れていきたいと思ってるけど…．
（2017.10.12聴取）
　学びに対する貪欲さと，とにかくやってみようというノリの良さで，ラーニングカフェで得ら
れた学びやヒントはすぐに仕事や市民活動の場で試したり，同僚と分かち合っていると語った．
体験からの学びをダイレクトに生かしている一方で，ご自身が勤務されている「児童館」が今ま
で PRしていたつもりでも浸透していないことに改めて気づかされたり，関心のあることにはど
んどん積極的に動けるのに，根拠や裏付けを持って語ることが苦手であるというご自身のありよ
うに気づき，自ら課題を発見し，徐々に行動の変化が起こっている過程を伺うことができた．
　また，就職前の若者にもラーニングカフェのような対話の場が必要であることも語られた．学
生時代は社会的な関係が乏しく，就職してからの衝撃が大きかったというご自身の体験から，学
生のうちから様々な年代の人や多様な考えに触れ，相互理解を深めておくことで，就職後の人生
が生きやすくなるのではないかと示唆された．
　（3）Cさんへのインタビュー
　「この場に起こっていること，その人に寄り添えるセラピストでありたい」
　Cさんは，アートセラピーを行っている女性である．ラーニングカフェには 2016年に初参加
の後，ほぼ毎月参加している．友人に積極的に声をかけ，参加を促している．
〇ラーニングカフェはどんな場か
　ラーニングカフェは，ちゃんと対話できる，安心できる場だと思っている．ここで学んだの
は場っていうものが大切だということ．場の持つエネルギーによって，得られるものは全然違
うなって思う．
　対話の時間では，今まで考えたことがなかったゾーンを話す人がいて，なるほどって影響を
受けて，そして新しいアイディアが浮かんでくるのが自分にとっての学び．何かアイディアを
出すためのトレーニングの場みたいに捉えています．
〇参加者に対する思い
　ラーニングカフェで会う参加者は，お互いに気づいたことは率直に言い合える仲間でありた
いし，またここで会おうねっていうことをお互いに連鎖していけるといいですね．なれ合う必
要はないと思うけど．
　クオリティの高いみなさんの中でトレーニングができるということが，すごい幸せって思っ
ています．例えば嫌な気持ちのまま帰るときもあるけど，でも別の意味での勉強だよねって思
えばそれも全然納得できるというか．
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〇ラーニングカフェと他の対話の場との違い
　圧倒的に客層が違うかな．だいたいみなさん人間関係を学ばれた方や興味があって来ている
ので，安心安全につながっているんです．学びの入り口としては，誰にも入りやすいと思う．
〇ラーニングカフェに参加して変化したこと
　今まではどちらかというと心理学に傾倒してた．参加するようになって人間の心とか関係に
ちゃんと寄り添う，寄り添うといってもテクニックじゃなくて．今この場で起こっていること，
この場でそれを起こしている人に寄り添うようにしようと着目点が変わって，やはり自分のセ
ラピーも変わりましたね．分析じゃなくて人間力の方に目を向けるようになったというのは大
きな変化です．
〇ラーニングカフェのスタイルが変わったら？
　今のラーニングカフェは出入りする人が若干決まっているし，専門的に学んでいる人も多い
から，例えば町内のおじさんが来たら絶対に気後れするだろうなと思う．今はいちいち全部説
明しなくても理解してもらえることも多いから．ただ，自分の身近な悩みを相談するとか友達
をつくるとか，わーと楽しむだけの会なら，それは別のステージで考えた方がいいかも．もし
もっと地域に開かれたカフェにしようとするなら，少なくとも今来ている人への説明は必要だ
と思う．
〇ラーニングカフェでの体験をどう活かしているか？
　ラーニングカフェと出会う前と後では未来設計が変わっちゃった．前は正確な分析ができる
セラピストを目指してやっていたんだけど，やっぱり人だな，人が大事なんだと思った．前は
クライエントさんの傷が癒えればいいとか原因は何だろうって追及ばかりしていたけど，原因
が何であっても，人の力や関わりで変えていけるよねって考えるようになった．確実に以前よ
りあたたかいゴールを目指しているって思います．
　コミュニケーションってとても大事って思える同志を増やしていった方がいいと思ってい
る．気づいているのに言わないっていうコミュニケーションが世間にあふれているから．でも
その一言を相手に伝えることで絶対に変わっていく．だから「自分の気持ちを言葉で伝えるこ
とにどれだけの価値があるかわからんのだよ」っていうことを今はセラピーで伝えているんで
す．
（2017.9.19聴取）
　Cさんは，セラピストとして的確な分析をすることを第一に目指していたが，参加者との関わ
りを通じて，今この場で起こっていること，この場に存在する人そのものに寄り添っていくこと
の重要性を学んだと言う．着目点の変化は，Cさんが目指すセラピストとしてのありようや目標
に大きな変化をもたらした．
　Cさんは，ラーニングカフェは安心安全な場なので自分自身が率直でいられるし，率直である
がゆえに時には嫌な気持ちで帰ることもあると語った．この「嫌な気持ち」は外部の要因（参加
者やファシリテーターの言動など）というよりは，自分自身の中に起こるモヤモヤした思いであ
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ることが多いという．勉強だと思えば納得できると語っているように，モヤモヤが学びの種と
なって，ラーニングカフェ以外の場でも，Cさんが学び続けることを可能にしているのではない
だろうか．
　⑤インタビューから得られたラーニングカフェの意義
　インタビュイーは 2017年度以降のラーニングカフェに複数回参加していることを条件として
選定したために，女性であることや年齢，対象者は違うものの日常的に教育的な活動をする職業
であることなど，属性が似ており，この三者のインタビューをもってラーニングカフェの参加者
の総意としてまとめることは不十分である．しかし，ラーニングカフェは，日々の息抜きや癒し
の空間としての機能を果たしているだけではなく，三者とも共通して語られたのは，「学びの場」
「トレーニングする場」と位置づけていることであった．
　Aさんは自分のコミュニケーション能力の向上のため，社会的な関係構築のためのトレーニ
ングの場であるとした．Bさんは対話やファシリテーションの手法を，自らが体験し，そこで気
づいたことや学んだことを，職場ですぐに活用したり，同僚に体験したことを話したりすること
で，Bさん自身のコミュニティの中で学びを分かち合っていた．Cさんは今この場で起こってい
ることを素材として，自分と他者がともに生きることを体験的に学び，仕事で関わるクライエン
トへの学びの推進者となっている．学びはその場で終わることがなく，自分への問いかけを絶え
ず行いながら，日常の生活の中で行動変容がなされ，確実に自分自身の行動や他者への働きかけ
に影響を及ぼしている．一人で獲得できるものではなく，他の参加者の存在があるからこそ獲得
できるものであろう．
　ラーニングカフェで実施していることは，参加者が集まって事前に設定されたテーマや問いに
沿って話すという，とてもシンプルなことである．しかし，その場で話されていることは，ただ
のおしゃべりや情報交換としての会話や雑談とは明らかに異なっている．
　決まっているのは人（参加者）と場所と時間と対話のテーマだけであり，その枠組みの中での
ファシリテーターの役割は，導入部分でどのように参加者とテーマを結びつけるかに配慮するこ
とが大半であって，対話の時間が始まってからの介入は最小限にとどめた．参加者が学びの主体
者であるからだ．ハリソン・オーエン（2007）は OSTのファシリテーターは独断的な行動を慎
み，場においては「姿を見せること」「存在していること」「真実を述べること」「すべてを手放
すこと」というポイントを 4つ示している．ファシリテーターは，何をするかということよりも
どうあるかが問われるのであり，参加者と共にあり，率直に自分の言葉で語り，参加者とその場
に信頼を寄せる．ファシリテーターもまた学習者の一人であるということができる．
　ラーニングバーを主宰した中原（2011）は，忙しい日々を過ごすうちにきっかけを失っている
が，本来人はよい学び手であり，きっかけがあって仲間たちと一緒に愉しむことができるのであ
れば，よき学び手としてとしての自己が目覚め，機能し始めるという．一人ひとりの参加の目的
やねらいとするものは異なっているが，異なっているからこそ学びは豊かなものになる．ラーニ
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ングカフェには，対話を通じてともにつどい学び協働する仲間づくり，学習共同体を醸成する機
能がある．
　この学習共同体の中で，参加者一人ひとりがその構成員として，自分の言動やありようを内省
し，安心安全な風土の中で行動変容を試みる，この循環は自らをエンパワメントする体験となっ
ている．安心安全な風土を醸成し，相互に個人の行動変容を励まし合うことで，学習共同体は組
織化され，ラーニングカフェという小さく限られた場ではあるが，コミュニティエンパワメント
を促進することが可能となるであろう．
　６.結論と今後の課題
　人々が共に交流する場，対話の場がもつ学習の要素に焦点をあて，ラーニングカフェのプログ
ラムを実践するとともに，体験者から体験が自身にもたらしたものを，インタビューを通して明
らかにすることを試みた．
　日常の中で体験していることや，対話の場から得られた思考，感情などの今起こっていること
を互いに率直に語り合い，傾聴し合う，互いを大切にするというグランドルールによって，テー
マに沿った深い対話が起こる．その対話が自分の日常を振り返らせ，自己洞察を促進し，自分の
日常にも変化をもたらしていた．また，参加者同士が相互につながり合い協働し合う，学習共同
体としての機能を果たしていることも把握できた．
　しかし，それはラーニングカフェという非常に限られたコミュニティの中で達成できているこ
とであり，そこで得られた学びが，どのように自分の地域やフィールドにおいて生かされている
のか，生かしたことがどのような影響を与えているのか，コミュニティにおける行動にどのよう
につながっているかを確認することはできなかった．
　前述したコミュニティ・エンパワメントの三段階のレベルに重ねてみると，ラーニングカフェ
は第一段階の個人の能力形成や，第二段階のコミュニティの組織化には寄与しており，個人の変
容や学習共同体の機能を果たしている．しかし，第三段階の多様で具体的な参加・協働などのア
クションについては，それぞれのコミュニティにおけるアクションを起こしたり，後押したりす
るまでには至っていない．
　ラーニングカフェで学んだ人々が，それぞれ職場などのフィールド，自分が生きるコミュニ
ティの中で学んだことを生かし，そのコミュニティにおけるチェンジエージェントとしての機能
を果たすことを期待しているが，具体的なアクションを後押しするためには，どのような支援が
必要なのか，その支援のためにどのような工夫や仕掛けが必要なのかを検討し，実践することを
今後の課題としたい．
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